
平成 29年度２学期終業式あいさつ 

           

 平成 29年 12月 22日 

 

おはようございます 

 

今日は２学期の締めくくりの日です。 

わずかな時間ですが、今から少しこの２学期を振り返りながら、一緒に考えてもら

えたらと思います。 

 

いきなり質問ですが、皆さんはお好み焼きの「千房」って知っていますか？ 

 

「千房」は、大阪難波に本社を置く、現在全国 65 店舗、年商 63 億円のお好み焼き

のチェーン店です。 

先日 12 月 11 日月曜日、海外にも店舗を持つ大手外食産業である「千房」の創業者

で、現社長である中井政嗣さんの講演を聞く機会がありました。 

その講演では、中井社長が会社経営や人材育成で大切にされていることについて、

信念を持って語っておられました。 

そのお話しを聞きながら、皆さんのことに思いを巡らせることが２度ありました。 

 

一つは、人に挨拶をしたり話を聞いたりする時は「人の目を見て挨拶をする」「顔、

目をしっかりと見つめる」ことが大切だというお話しでした。 

 

長尾高校には、校門や廊下で出会った時、私の目を見て、体を向けて挨拶ができる

生徒が多いと私は思います。その点は間違いなく本校の生徒の素晴らしいことの一つ

だと思っています。 

さらに、それができる人は、その姿勢、態度がいつも同じで変わらない。 

その日の気分や感情に影響を受けることがなく、自然と身についているように思い

ます。この点も私は素晴らしいことだと思います。 

 

「人の目を見て挨拶ができること」 

人の話を聞く時は、相手の「顔、目をしっかりと見つめること」 

これからも大切にしてください。きっと、皆さんが社会人になった時、その大切さ

を改めて実感することになると思います。 

 

もう一つは、「人の話を、興味を持って聞く」ことが大切だというお話しでした。 

皆さん、この点はどうでしょうか？ 

 

今できていますか？ 

 

この２学期も先生方の授業をたくさん見学しました。その際、校長として、皆さん

の様子もしっかりと観察しています。 



挨拶と同様、興味深く先生の話を聞いている人、聞こうとしている人の姿をたくさ

ん見てきました。やはり、行事もクラブも同じですが、一生懸命、真剣なまなざしで

向き合っている姿というものは見ていて気持ちが良いものです。格好良いと思います。 

 

その一方で、残念ながら充分にできていない人もいるように思います。 

よく自分の胸に手を当てて考えてください。 

 

 もしも、できない理由として「今日はテンションが低いから」とか「モチベーショ

ンが上がらないから」などと思っているなら、今この時から「テンション」や「モチ

ベーション」といった気分に頼るのは止めにしましょう。 

 

 大切なのは、皆さんのやろうと思う「意志」です。 

できていないのなら、変わろう、変えていこうと「決意する」ことです。 

 

ぜひ「人の話を、興味を持って聞く」ということを実行してください。 

その姿勢を習慣づけて欲しいと思います。 

 

今年度もあと３学期だけとなりました。 

特にこの時期、進級、卒業を考えると、残された学校生活をどのように過ごすべき

か、残りの授業にどのように臨むべきか、私が言うまでもなく皆さんはきっとわかっ

ていることと信じています。 

 

 次回皆さんとお会いできるのは、平成 30年の１月９日火曜日です。 

約 17日の間、しっかりと自分自身に向き合ってください。 

そして、年が改まるというこの時期は、決意を新たにする、あるいは再確認するに

は絶好の機会です。 

それぞれの目標に向けて、皆さんの決意に満ちた表情、行動を見られることを心か

ら楽しみにしています。 

 

特に３年生、推薦入試、面接試験、センター試験、一般入試へと続きます。最後ま

で諦めることなく、自分を信じて挑戦し続けてください。心からエールを送ります。 

 

最後に、この冬は特に寒さが厳しいようです。風邪やインフルエンザ、そして怪我

には充分気をつけてください。 

 

それでは、良い年を迎えてください。 


